
(57)【要約】

【課題】　凹部状の収納部を有する紙材製箱体であっ

て、強度が強く、耐久力のあり、緩衝効果の高い紙材製

箱体を提供することを目的とする。

【解決手段】　紙材製箱体Ｐの裏側においては、外側板

部３０－３等から底面板部４０－１、４０－２が連設さ

れ、さらに、この底面板部４０－１、４０－２には延長

板部４４－１等が連設されている。そして、この延長板

部４４－１等は、第３ブランクＡ３を支持する支持板部

５２－１、５２－３に接するようになっている。また、

第１ブランクＡ１の外側板部３０－３等には、差込片を

有する補強板部４６－２等が設けられ、この差込片が第

２ブランクＡ２に設けられた開口部に差し込まれるよう

になっている。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　凹部状の収納部を有する紙材製箱体であ

って、

該収納部を囲む上面板部と、

該上面板部から折れ線を介して下方へ連設された外側板

部と、

該外側板部の少なくとも１つから折れ線を介して連設さ

れ、紙材製箱体の底面の少なくとも一部を構成する底面

板部と、を有することを特徴とする紙材製箱体。

【請求項２】　上記上面板部の外周が略方形状を呈し、

該上面板部の外周の各辺から折れ線を介して上記外側板

部が連設され、

一対の外側板部の両端から第１突出板部が折れ線を介し

て連設され、

他の一対の外側板部からそれぞれ上記底面板部が折れ線

を介して連設され、

各底面板部の両端から第２突出板部が折れ線を介して連

設されていることを特徴とする請求項１に記載の紙材製

箱体。

【請求項３】　上記上面板部と、外側板部と、突出板部

とを有する第１ブランクで、さらに、上面板部の内側に

折れ線を介して連設される第１内側板部を有する第１ブ

ランクと、

収納物品を載置する第１中央板と、該第１中央板の外周

から折れ線を介して連設される第２内側板部と、該第２

内側板部から折れ線を介して連設される水平板部とを有

する第２ブランクと、を有することを特徴とする請求項

２に記載の紙材製箱体。

【請求項４】　第２ブランクの一対の第２内側板部に開

口部が設けられ、また、第１ブランクにおいて、底面板

部が連設された外側板部に少なくとも切込み又は開口部

を設けることにより形成された差込部で、該第２内側板

部に設けられた開口部に差し込まれる差込部が設けられ

ていることを特徴とする請求項３に記載の紙材製箱体。

【請求項５】　第２ブランクに、さらに、第１中央板部

又は第２内側板部から連設され、第１ブランクの外側板

部にまで至る補強板部が設けられていることを特徴とす

る請求項３又は４に記載の紙材製箱体。

【請求項６】　第２ブランクの第１中央板部に切込み又

は開口部を設けることにより支持板部が形成され、紙材

製箱体が、さらに、該支持板部に支持される第３ブラン

クであって、少なくとも上面が開口した箱体形状の第３

ブランクを有することを特徴とする請求項３から５のい

ずれかに記載の紙材製箱体。

【請求項７】　底面板部が、第１ブランクの外側板部か

ら第３ブランク又はこれを支持する第２ブランクの支持

板部までの長さを有し、該底面板部の端部に、延長板部

であって、第３ブランク又はこれを支持する第２ブラン

クの支持板部に接する延長板部が折れ線を介して連設さ

れていることを特徴とする請求項６に記載の紙材製箱

体。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、紙材製の箱体に関

するものであり、特に、段ボール紙で形成した箱体に関

するものである。

【０００２】

【従来の技術】従来より段ボール材を使用した箱体とし

ては種々のものが開発、使用されている。そして、従来

の段ボール材を使用した箱体において、箱体上面から凹

部状の収納空間を設けて、該凹部状の収納空間に品物を

収納できるようにしたものがある。この凹部状の収納空

間を設けた箱体としては、例えば、上面に開口部を設

け、該開口部に別途段ボール材で形成された器状の収納

部を固着させる方法等が取られている。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】しかし、上記従来の箱

体においては、箱体の強度が大きくなく、特に、重量の

重い品物を収納するには適当ではないという問題があっ

た。よって、パソコン等の精密機械を収納することがで

きない。そこで、本発明は、強度が強く、耐久力のあ

り、緩衝効果の高い紙材製箱体を提供することを目的と

するものである。

【０００４】

【課題を解決するための手段】本発明は上記問題点を解

決するために創作されたものであって、第１には、凹部

状の収納部を有する紙材製箱体であって、該収納部を囲

む上面板部と、該上面板部から折れ線を介して下方へ連

設された外側板部と、該外側板部の少なくとも１つから

折れ線を介して連設され、紙材製箱体の底面の少なくと

も一部を構成する底面板部と、を有することを特徴とす

る。この第１の構成の紙材製箱体においては、上面板部

に囲まれる収納部に収納物品を収納して使用する。この

紙材製箱体によれば、外側板部から連設される底面板部

が底面に位置するので、箱体の強度及び緩衝効果が大き

く、重い物品でも収納することができる。

【０００５】また、第２には、上記第１の構成におい

て、上記上面板部の外周が略方形状を呈し、該上面板部

の外周の各辺から折れ線を介して上記外側板部が連設さ

れ、一対の外側板部の両端から第１突出板部が折れ線を

介して連設され、他の一対の外側板部からそれぞれ上記

底面板部が折れ線を介して連設され、各底面板部の両端

から第２突出板部が折れ線を介して連設されていること

を特徴とする。この第２の構成の紙材製箱体において

は、二対の外側板部における一対の外側板部の両端に第

１突出板部が連設され、また、他の一対の外側板部から

は底面板部が連設されて、さらに、該底面板部の両端か

ら第２突出板部が連設されているので、外側板部を立設

させた状態で、上記第１突出板部を該他の一対の外側板

部の内側に位置させ、また、上記第２突出板部を該一対
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の外側板部の内側に位置させることにより外側板部及び

底面板部を固定することができ、よって、簡単に組立て

を行うことができる。また、外側板部と底面板部とを組

み立てる前の状態にしておけば、紙材製箱体を積み重ね

て保管することができる。また、第３には、上記第２の

構成において、上記上面板部と、外側板部と、突出板部

とを有する第１ブランクで、さらに、上面板部の内側に

折れ線を介して連設される第１内側板部を有する第１ブ

ランクと、収納物品を載置する第１中央板と、該第１中

央板の外周から折れ線を介して連設される第２内側板部

と、該第２内側板部から折れ線を介して連設される水平

板部とを有する第２ブランクと、を有することを特徴と

する。この第３の構成の紙材製箱体においては、第２ブ

ランクの水平板部を第１ブランクの上面板部に接着させ

ることにより、上記第１内側板部と第２ブランクとで収

納部が構成されるので、この収納部に収納物品を収納す

る。この第３の構成の紙材製箱体によれば、第１内側板

部と第２内側板部とで収納部の内壁が二重になるので、

収納部の強度を増すことができる。

【０００６】また、第４には、上記第３の構成におい

て、第２ブランクの一対の第２内側板部に開口部が設け

られ、また、第１ブランクにおいて、底面板部が連設さ

れた外側板部に少なくとも切込み又は開口部を設けるこ

とにより形成された差込部で、該第２内側板部に設けら

れた開口部に差し込まれる差込部が設けられていること

を特徴とする。この第４の構成の紙材製箱体において

は、差込部を第２内側板部に設けられた開口部に差し込

む。これにより、外側板部の固定をより確実にすること

ができ、また、外側板部と第２ブランクとの空間を維持

して強度を保ち緩衝効果を高めることができる。また、

第５には、上記第３又は第４の構成において、第２ブラ

ンクに、さらに、第１中央板部又は第２内側板部から連

設され、第１ブランクの外側板部にまで至る補強板部が

設けられていることを特徴とする。この第５の構成の紙

材製箱体によれば、該補強板部により外側板部と第２ブ

ランクの間の空間を維持して強い強度を得て緩衝効果を

高めることができる。

【０００７】また、第６には、上記第３から第５のいず

れかの構成において、第２ブランクの第１中央板部に切

込み又は開口部を設けることにより支持板部が形成さ

れ、紙材製箱体が、さらに、該支持板部に支持される第

３ブランクであって、少なくとも上面が開口した箱体形

状の第３ブランクを有することを特徴とする。この第６

の構成の紙材製箱体によれば、この第３ブランクによ

り、収納部のさらに下位置に空間を形成するので、より

高い緩衝効果を得ることができる。また、第７には、上

記第６の構成において、底面板部が、第１ブランクの外

側板部から第３ブランク又はこれを支持する第２ブラン

クの支持板部までの長さを有し、該底面板部の端部に、

延長板部であって、第３ブランク又はこれを支持する第

２ブランクの支持板部に接する延長板部が折れ線を介し

て連設されていることを特徴とする。この第７の構成の

紙材製箱体によれば、底面板部が外側板部から第３ブラ

ンク又はこれを支持する第２ブランクの支持板部までの

長さを有し、該底面板部に連設される延長板部が第３ブ

ランク又はこれを支持する第２ブランクの支持板部に接

するようになっているので、底面板部が確実に固定さ

れ、また、外側板部と第３ブランク間の空間を維持して

強い強度を得て緩衝効果を高めることができる。

【０００８】

【発明の実施の形態】本発明の実施の形態としての実施

例を図面を利用して説明する。本発明に基づく紙材製箱

体Ｐは、図１に示されるように構成され、略筐状の箱体

の上面に、凹部状の収納部Ｓ１が設けられている。収納

部Ｓ１は、略筐状の収納本体部Ｓ１－ａと下部空間部Ｓ

１－ｂとを有している。また、紙材製箱体Ｐの周囲部分

には凹部１１ａ、１１ｂが形成されている。すなわち、

紙材製箱体Ｐの上端中央部分と収納部Ｓ１との間には、

凹部１１ａが設けられ、下端中央部分と収納部Ｓ１との

間には、凹部１１ｂが設けられている。この凹部１１

ａ、１１ｂは、収納部Ｓ１に収納された物品を取り出す

場合に使用される。

【０００９】また、この紙材製箱体Ｐは、図１に示すよ

うに、第１ブランクＡ１と、第２ブランクＡ２と、第３

ブランクＡ３とを折り曲げ形成したものを組み立ててな

る形状を呈している。ただし、実際の組立てに際して

は、上記各部材を折り曲げ形成してから組み立てるので

はなく、主な部分については、各部材が平面状の状態で

重ね合わされた上で、プレス機械によって折曲げ形成し

ながら同時に接着を行って組立てを行うのである。

【００１０】ここで、上記第１ブランクＡ１は、図１、

図２に示すように、上面板部１０、第１内側板部１２－

１、１２－２ａ、１２－２ｂ等、外側板部３０－２、３

０－３、３０－４等、底面板部４０－１、４０－２、延

長板部４４－１、補強板部４６－２等を有している。こ

の第１ブランクＡ１の詳細については後述する。また、

上記第２ブランクＡ２は、図１、図２に示すように、第

１中央板部５０、第２内側板部６０－２ａ、６０－２ｂ

等を有している。この第２ブランクＡ２の詳細について

は後述する。さらに、上記第３ブランクＡ３は、図１、

図２に示すように、第２中央板部７０、壁部７２－１等

を有している。

【００１１】ここで、上記紙材製箱体Ｐを構成する各部

材について説明する。なお、図３、図４、図５におい

て、基本的に、実線は外周線ないしは切込み線を示し、

一点鎖線は山折り線を示し、二点鎖線は谷折り線を示す

ものとする。

【００１２】まず、第１ブランクＡ１について説明す

る。第１ブランクＡ１は、その展開状態については図３

に示すように構成される。つまり、第１ブランクＡ１に
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は、上面板部１０と、第１内側板部１２－１等と、水平

板部１４－１等と、外側板部３０－１等と、突出板部３

２－１等と、底面板部４０－１等と、突出板部４２－１

等と、延長板部４４－１等とを有している。

【００１３】ここで、上面板部１０は、枠状を呈し、そ

の外周形状は略長方形状を呈している。この上面板部１

０の内側には折れ線を介して、第１内側板部１２－１、

１２－２ａ、１２－２ｂ、１２－３、１２－４が連設さ

れている。この第１内側板部１２－１、１２－２ａ、１

２－２ｂ、１２－３は長方形と台形とを組み合わせた形

状を呈し、第１内側板部１２－１と第１内側板部１２－

３とは略同形である。第１内側板部１２－４は、長方形

と台形とを組み合わせた形状にさらに、下辺より凹部を

設けた形状を呈している。また、第１内側板部１２－

１、１２－３、１２－４はそれぞれ線対称の形状を呈し

ているが、第１内側板部１２－２ａ、１２－２ｂは開口

部１６を挟んで対称形状を呈している。この第１内側板

部１２－１、１２－３には、開口部２２－２、２２－３

が設けられている。また、上記第１内側板部１２－１、

１２－２ａ、１２－２ｂ、１２－３のさらに内側には、

略台形形状の水平板部１４－１、１４－２ａ、１４－２

ｂ、１４－４が折れ線を介して連設されている。

【００１４】また、上記水平板部１４－１～１４－４の

内側から第１内側板部１２－２ａ、１２－２ｂ間、さら

には、上面板部１０、外側板部３０－２に掛けて開口部

１６が設けられている。この開口部１６は略逆Ｔ字状を

呈し、第１内側板部１２－２ａ、１２－２ｂ間、上面部

１０間及び外側板部３０－２の部分は、凹部１１ａを形

成する。また、第１内側板部１２－４から上面板部１

０、外側板部３０－４に掛けて開口部１８が設けられて

いる。この開口部１８は略縦長の長方形を呈している。

また、上記上面板部１０と第１内側板部１２－１、１２

－２ａ、１２－２ｂ、１２－３、１２－４間の折れ線で

形成される周回形状の４隅には、開口部２０－１、２０

－２、２０－３、２０－４が設けられている。

【００１５】また、上面板部１０の外周には、外側板部

３０－１、３０－２、３０－３、３０－４が折れ線を介

して連設されている。ここで、外側板部３０－１、３０

－３は略対称形状であり、ともに略凹部状を呈してい

る。この外側板部３０－１、３０－３は、上面板部１０

に近い側のＹ方向の幅が若干小さく形成され、テーパー

状に形成されている。

【００１６】また、外側板部３０－２、３０－４は略対

称形状であり、ともに略凹部状を呈し、位置決め用の半

円状の切欠き４９が設けられている。この外側板部３０

－２、３０－４も、上面板部１０に近い側のＸ方向の幅

が若干小さく形成され、テーパー状に形成されている。

また、外側板部３０－２、３０－４にはその両端に突出

板部が折れ線を介して連設されている。つまり、外側板

部３０－２には、第１突出板部としての突出板部３２－

２、３２－３が設けられ、外側板部３０－４には、同じ

く第１突出板部としての突出板部３２－１、３２－４が

設けられている。

【００１７】また、外側板部３０－１、３０－３には、

底面板部が折れ線を介して連設されている。つまり、外

側板部３０－１からは底面板部４０－１が連設され、外

側板部３０－３からは底面板部４０－２が折れ線を介し

て連設されている。この底面板部４０－１、４０－２の

長さは、図７に示すように、組立て時に、外側板部３０

－１、３０－３の端部から第３ブランクＡ３の端部、厳

密には第２ブランクＡ２の支持板部５２－１、５２－３

までに至る長さを有している。

【００１８】また、この外側板部３０－１、底面板部４

０－１間には、補強板部４６－１が設けられている。つ

まり、この補強板部４６－１はコ字状の切込みと山折り

線により形成され、谷折り線により２つに折曲げ可能と

なっており、この谷折り線間には差込部としての差込片

４６－１ａが設けられている。同様に、外側板部３０－

２、底面板部４０－２間にも同様の構成の補強板部４６

－２が設けられ、差込部としての差込片４６－２ａが設

けられている。なお、上記差込片４６－１ａ、４６－２

ａは切込みにより形成されているが、開口部を形成して

形成するようにしてもよい。

【００１９】また、この底面板部４０－１、４０－２の

両端には、略台形状の突出板部が折れ線を介して連設さ

れている。つまり、底面板部４０－１からは、第２突出

板部としての突出板部４２－１、４２－２が連設され、

底面板部４０－２からは、同じく第２突出板部としての

突出板部４２－３、４２－４が連設されている。さら

に、この底面板部４０－１、４０－２からは延長板部が

折れ線を介して連設されている。つまり、底面板部４０

－１からは延長板部４４－１が連設され、底面板部４０

－２からは延長板部４４－２が連設されている。

【００２０】次に、第２ブランクＡ２について説明す

る。第２ブランクＡ２は、その展開状態については図４

に示すように構成される。つまり、第２ブランクＡ２に

は、第１中央板部５０と、支持板部５２－１等と、第２

内側板部６０－１等と、糊代板部６４－１等と、水平板

部６６－１等とを有している。

【００２１】ここで、上記第１中央板部５０は、枠状を

呈し、その外周形状は略長方形状であるが、若干上部が

尖った形状を呈している。この第１中央板部５０の外周

形状は、上記上面板部１０と第１内側板部１２－１、１

２－２ａ、１２－２ｂ、１２－３、１２－４間の折れ線

で形成される周回形状とほぼ同じ形状、大きさである。

また、この第１中央板部５０の対角線の位置には製造時

の位置決め用の開口部６８ｃ、６８ｄが設けられてい

る。

【００２２】この第１中央板部５０の内側には略コ字状

の開口部６８ａ、６８ｂと折れ線とを介して、支持板部
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５２－１、５２－２、５２－３、５２－４が設けられて

いる。つまり、支持板部５２－１、５２－３はともにＹ

方向に伸びた折れ線を介して内側に向かって設けられ、

谷折り線の折れ線を介して、その先端には、糊代部５２

－１ａ、５２－３ａを有している。さらに、第１中央板

部５０の上部と下部からは支持板部５２－２、５２－４

が連設され、同様に谷折り線の折れ線を介して、その先

端には、糊代部５２－２ａ、５２－４ａを有している。

【００２３】また、上記第１中央板部５０の外周には、

第２内側板部６０－１、６０－２ａ、６０－２ｂ、６０

－３、６０－４が折れ線を介して連設されている。ここ

で、第２内側板部６０－１、６０－２ａ、６０－２ｂ、

６０－３は略長方形状を呈して、第２内側板部６０－４

は略凹部形状を呈している。第２内側板部６０－１、６

０－３には、開口部６１－１、６１－２が設けられてい

る。この開口部６１－１、６１－２には、差込片４６－

１ａ、４６－２ａが差し込まれる。また、該第２内側板

部６０－２ａからは糊代板部６４－１が折れ線を介して

連設され、第２内側板部６０－２ｂからは糊代板部６４

－２が折れ線を介して連設されている。また、第２内側

板部６０－４の両端からは折れ線を介して糊代板部６４

－３、６４－４が折れ線を介して連設されている。

【００２４】また、上記第１中央板部５０の上端の第２

内側板部６０－２ａ、６０－２ｂ間からは折れ線を介し

て補強板部６２－１が連設されている。この補強板部６

２－１には、２つの山折り線の折れ線が設けられ、先端

に糊代部６２－１ａが設けられる。また、上記第１中央

板部５０の下端からは折れ線を介して補強板部６２－２

が連設されている。この補強板部６２－２には山折り線

の折れ線が設けられ、その先端に糊代部６２－２ａが設

けられている。

【００２５】また、上記第２内側板部６０－１、６０－

２ａ、６０－２ｂ、６０－３、６０－４からは折れ線を

介して略長方形状の水平板部が連設されている。つま

り、第２内側板部６０－１からは水平板部６６－１が連

設され、第２内側板部６０－２ａからは水平板部６６－

２ａが連設され、第２内側板部６０－２ｂからは水平板

部６６－２ｂが連設され、第２内側板部６０－３からは

水平板部６６－３が連設され、第２内側板部６０－４か

らは水平板部６６－４ａ、６６－４ｂが連設されてい

る。

【００２６】次に、第３ブランクＡ３について説明す

る。第３ブランクＡ３は、その展開状態については図５

に示すように構成される。つまり、第３ブランクＡ３に

は、第２中央板部７０と、壁部７２－１、７２－２と、

水平板部７４－１、７４－２とを有している。

【００２７】ここで、上記第２中央板部７０は略長方形

状を呈し、位置決め用の開口部７６が設けられている。

また、この第２中央板部７０の上辺からは壁部７２－１

が折れ線を介して連設され、また、第２中央板部７０の

下辺からは壁部７２－２が折れ線を介して連設されてい

る。この壁部７２－１、７２－２は略同形で、ともに略

長方形状を呈している。また、上記壁部７２－１、７２

－２からは水平板部７４－１、７４－２が連設されてい

る。

【００２８】なお、この第３ブランクＡ３において、第

２中央板部７０の他の２辺からも壁部と水平板部とを連

設して、この水平板部により第２ブランクＡ２と接着す

るようにしてもよい。この場合には、第２ブランクＡ２

における支持板部５２－１、５２－３は必要ない。

【００２９】上記構成の紙材製箱体Ｐの製造工程につい

て説明する。まず、図３から図５に示す展開状態の第１

ブランクＡ１～第３ブランクＡ３を段ボール材から型抜

きして形成する。段ボール材としては、両面段ボール材

が好ましい。そして、組立て時に各ブランクが１枚ずつ

取り出され、所定の位置に接着剤を塗布する。すなわ

ち、以下に示す接着状態になるように接着剤が塗布され

る。

【００３０】例えば、第１ブランクＡ１においては、水

平板部１４－１～１４－４の図３における裏面に接着剤

が塗布され、また、第２ブランクＡ２においては、糊代

板部６４－１～６４－４の図４における裏面と、糊代部

６２－１ａ、６２－２ａの図４における裏面と、水平板

部６６－１、６６－２ａ、６６－２ｂ、６６－３、６６

－４ａ、６６－４ｂの図４における表面と、糊代部５２

－１ａ～５２－４ａの表面とに接着剤が塗布され、さら

に、第３ブランクＡ３においては、水平板部７４－１、

７４－２の裏面に接着剤が塗布される。

【００３１】その後、プレス機械に運ばれて、所定位置

に配される。実際には、第１ブランクＡ１が図３の状態

を裏返した状態で配置され、その上に、第２ブランクＡ

２が図４の状態を裏返した状態で配置され、さらに、そ

の上に、第３ブランクＡ３が図５の状態を裏返した状態

で配置される。なお、各ブランクの位置決めに際して

は、第１ブランクＡ１に設けられた半円状の切欠き４９

や、第２ブランクＡ２に設けられた開口部６８ｃ、６８

ｄ、第３ブランクＡ３に設けられた開口部７６が利用さ

れる。

【００３２】各ブランクの位置決めが完了したらプレス

機械を動作させて折曲げ及び接着を行う。組立て完了時

には、第１ブランクＡ１と第２ブランクＡ２と第３ブラ

ンクＡ３とは折曲げ形成され、所定の接着箇所により接

着される。つまり、上記構成の第１ブランクＡ１におい

ては、図３に示される状態において、外側板部３０－１

～３０－４は上面板部１０に対して山折りされて立設さ

れる。

【００３３】また、第１内側板部１２－１～１２－４

は、上面板部１０に対して山折りされて立設される。さ

らに、水平板部１４－１～１４－４は、第１内側板部１

２－１～１２－４に対して谷折りされて、水平状態とな
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る。

【００３４】また、第２ブランクＡ２においては、図４

に示される状態において、第２内側板部６０－１～６０

－４が第１中央板部５０に対して谷折りされて立設され

る。各第２内側板部６０－１～６０－４の固定は、糊代

板部６４－１～６４－４により行われる。つまり、図４

における各糊代板部６４－１～６４－４の裏面と第２内

側板部６０－１、６０－３の表面とが接着剤により接着

される。また、水平板部６６－１、６６－２ａ、６６－

２ｂ、６６－３、６６－４ａ、６６－４ｂは、各第２内

側板部６０－１等に対して山折りされて水平状態とな

る。この水平板部６６－１等の図４における表面と第１

ブランクＡ１の上面板部１０の裏面とは接着剤で接着さ

れる。

【００３５】また、第２ブランクＡ２の第２内側板部６

０－１、６０－３の図４における表面と第１ブランクＡ

１の第１内側板部１２－１、１２－３の図３における裏

面とは接着剤で接着される。補強板部６２－１、６２－

２も所定の折れ線を介して折曲げ形成される。なお、補

強板部６２－１、６２－２の糊代部６２－１ａ、６２－

２ａの図４における裏面と外側板部３０－２、３０－４

の図３における表面とは接着剤で接着される。さらに、

支持板部５２－１～５２－４も所定の折れ線により折曲

げ形成される。

【００３６】また、第３ブランクＡ３においては、図５

に示される状態において、壁部７２－１、７２－２が第

２中央板部７０に対して谷折りされて立設される。さら

に、水平板部７４－１、７４－２は壁部７２－１、７２

－２に対して山折りされて水平状態となる。なお、図１

に示すように、第３ブランクＡ３の水平板部７４－１、

７４－２の図５における裏面と第２ブランクＡ２の第１

中央板部５０の表面とが接着され、さらに、第２ブラン

クＡ２の糊代部５２－１ａ、５２－２ａ、５２－３ａ、

５２－４ａの図４における表面と第３ブランクＡ３の第

２中央板部７０の図５における裏面とが接着される。

【００３７】なお、底面板部４０－１、４０－２及び突

出板部４２－１～４２－４、延長板部４４－１、４４－

２は接着剤で接着されない。よって、底面板部４０－

１、４０－２を固定するには、突出板部４２－１～４２

－４を外側板部３０－２、３０－４の内側に差し込み、

また、図２に示すように、延長板部４４－１、４４－２

を支持板部５２－１、５２－３に接するように折り込

む。さらに、第１ブランクＡ１の補強板部４６－１、４

６－２に設けられた差込片４６－１ａ、４６－２ａをそ

れぞれ第２ブランクＡ２の第２内側板部６０－１、６０

－３に設けられた開口部６１－１、６１－２、さらに

は、第１ブランクＡ１の第１内側板部１２－１、１２－

３に設けられた開口部２２－１、２２－２に差し込むこ

とにより、外側板部３０－１、３０－３の固定をより確

実にする。

【００３８】以上のようにして、紙材製箱体Ｐが形成さ

れる。組み立てられた状態では、図７に示すようにな

る。この紙材製箱体Ｐにおいては、収納部Ｓ１にノート

型パーソナルコンピュータ等の機械類を収納して使用す

る。なお、この紙材製箱体Ｐは、図６に示す状態にして

おけば積み重ねて保管することができる。

【００３９】上記紙材製箱体Ｐによれば、収納部Ｓ１の

下部に下部空間部Ｓ１－ｂが設けられ、また、第１内側

板部１２－１等、第２内側板部６０－１等と外側板部３

０－１等の間に空間が形成されるので、機械類等を収納

した紙材製箱体Ｐを落下等させた場合に、落下の衝撃を

吸収することができる。

【００４０】特に、紙材製箱体Ｐの底面においても、底

面板部４０－１、４０－２が設けられるので、より強度

を増すことができる。特に、底面板部４０－１、４０－

２の長さは、組立て時に、外側板部３０－１、３０－３

の端部から第３ブランクＡ３の端部、厳密には第２ブラ

ンクＡ２の支持板部５２－１、５２－３までに至る長さ

を有しており、底面板部４０－１、４０－２に連設され

る延長板部が第３ブランクＡ３を支持する第２ブランク

の支持板部５２－１、５２－３に接するようになってい

るので、底面板部４０－１、４０－２が確実に固定さ

れ、また、外側板部３０－１、３０－３と第３ブランク

Ａ３間の空間を維持して強い強度を得て緩衝効果を高め

ることができる。

【００４１】また、収納部Ｓ１の側面が第１内側板部１

２－１等と第２内側板部６０－１等とは二重に形成さ

れ、また、凹部１１ａ、１１ｂの部分には補強板部６２

－１、６２－２が設けられるので、外側板部３０－２、

３０－４と第２ブランクＡ２の間の空間を維持して強い

強度を得ることができる。また、補強板部４６－１、４

６－２により外側板部３０－１、３０－３の固定がより

確実になるとともに、外側板部３０－１、３０－２と第

２ブランクＡ２間を連絡してその間の空間を維持してよ

り強度を保持することができる。

【００４２】また、第１ブランクＡ１には、開口部２０

－１～２０－４が設けられているが、この開口部におい

て角部にアールが形成されていることから開口部が設け

られていない場合に比べて破れにくくなっている。ま

た、上記のように紙材製箱体Ｐを少ないスペースで積み

重ねて保管することができ、外側板部３０－１～３０－

４と底面板部４０－１、４０－２を固定する場合にも簡

単な作業で組み立てることができる。また、紙材製箱体

Ｐには凹部１１ａ、１１ｂが設けられているので、収納

部Ｓ１に収納された機械類を容易に取り出すことができ

る。

【００４３】

【発明の効果】本発明に基づく請求項１に記載の紙材製

箱体によれば、外側板部から連設される底面板部が底面

に位置するので、箱体の強度及び緩衝効果が大きく、重
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い物品でも収納することができる。

【００４４】また、請求項２に記載の紙材製箱体によれ

ば、外側板部を立設させた状態で、上記第１突出板部を

該他の一対の外側板部の内側に位置させ、また、上記第

２突出板部を該一対の外側板部の内側に位置させること

により外側板部及び底面板部を固定することができ、よ

って、簡単に組立てを行うことができる。また、外側板

部と底面板部とを組み立てる前の状態にしておけば、紙

材製箱体を積み重ねて保管することができる。また、請

求項３に記載の紙材製箱体によれば、第１内側板部と第

２内側板部とで収納部の内壁が二重になるので、収納部

の強度を増すことができる。

【００４５】また、請求項４に記載の紙材製箱体によれ

ば、外側板部の固定をより確実にすることができ、ま

た、外側板部と第２ブランクとの空間を維持して強度を

保ち緩衝効果を高めることができる。また、請求項５に

記載の紙材製箱体によれば、外側板部と第２ブランクの

間の空間を維持して強い強度を得て緩衝効果を高めるこ

とができる。

【００４６】また、請求項６に記載の紙材製箱体によれ

ば、この第３ブランクにより、収納部のさらに下位置に

空間を形成するので、より高い緩衝効果を得ることがで

きる。また、請求項７に記載の紙材製箱体によれば、底

面板部が確実に固定され、また、外側板部と第３ブラン

ク間の空間を維持して強い強度を得て緩衝効果を高める

ことができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の実施例に基づく紙材製箱体の状態を示

す斜視図である。

【図２】本発明の実施例に基づく紙材製箱体の上下を逆

様にした状態を示す斜視図である。

【図３】第１ブランクの展開図である。

【図４】第２ブランクの展開図である。

【図５】第３ブランクの展開図である。

【図６】外側板部と底面板部とを組み立てる前の状態を

示す斜視図である。

【図７】図１におけるＸ－Ｘ断面図である。

【符号の説明】

Ａ１　第１ブランク

Ａ２　第２ブランク

Ａ３　第３ブランク

Ｓ１　収納部

Ｓ１－ａ　収納本体部

Ｓ１－ｂ　下部空間部

１１ａ　１１ｂ　凹部

１０　上面板部

１２－１、１２－２ａ、１２－２ｂ、１２－３、１２－

４　第１内側板部

１４－１、１４－２ａ、１４－２ｂ、１４－３、１４－

４　水平板部

３０－１、３０－２、３０－３、３０－４　外側板部

３２－１、３２－２、３２－３、３２－４　突出板部

４０－１、４０－２　底面板部

４２－１、４２－２、４２－３、４２－４　突出板部

４４－１、４４－２　延長板部

４６－１、４６－２　補強板部

４６－１ａ、４６－２ａ　差込片

５０　第１中央板部

５２－１、５２－２、５２－３、５２－４　支持板部

６０－１、６０－２ａ、６０－２ｂ、６０－３、６０－

４　第２内側板部

６１－１、６１－２　開口部

６６－１、６６－２ａ、６６－２ｂ、６６－３、６６－

４ａ、６６－４ｂ　水平板部

６２－１、６２－２　補強板部

６８ａ、６８ｂ　開口部

７０　第２中央板部

７２－１、７２－２　壁部

７４－１、７４－２　水平板部

【図５】
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【図１】

【図２】
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【図３】
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【図４】
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【図６】

【図７】


